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河
原
正
博
先
生
を
送
る

河
原
正
博
先
生
は
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
、
法
政
大
学
子
利
の
教
授
と
し

て
ご
就
任
に
な
さ
れ
、
と
く
に
同
二
十
八
年
四
月
以
降
は
、
文
学
部
史
学
科

教
授
と
し
て
、
ご
講
義
や
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
先

生
は
実
に
三
十
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
法
政
大
学
に
在
職
な
さ

れ
、
大
学
の
発
展
の
た
め
ご
尽
力
下
さ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
問
、
史
学
科

の
学
部
・
大
学
院
の
東
洋
史
を
担
当
さ
れ
る
傍
、
主
任
教
授
、
ま
た
法
政
大

学
史
学
会
会
長
と
し
て
、

史
学
科
の
た
め
に
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
が
、

本

年
三
月
を
も
っ
て
定
年
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
河
原
先
生
は
古

稀
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
元
気
で
研
究
を
進
め
ら
れ
て
お
ら
れ
、
退
任

後
も
、
大
学
院
へ
は
引
き
続
き
ご
出
講
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
υ

今
後
も
史
学
科
の
た
め
ご
指
導
、
ご
鞭
提
を
お
願
い
い
た
す
し
だ
い
で
す
。

次
に
先
生
の
ご
経
歴
・
ご
業
績
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
お
人
柄
の
一
端
を
桁

介
し
、

学
関
心に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
原
正
博
先
生
略
年
譜
・
論
著
目
録

〔
略
年
譜
〕

大
正
元
年
八
月
十
一
日

昭
和
十
二
年
三
月

昭
和
十
五
年
三
月

H

四
月

熊
本
県
に
誕
生
。

浦
和
高
等
学
校
文
科
乙
類
卒
業
。

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科
卒
業
。

同
大
学
大
学
院
に
入
学
、
和
田
清
教
授
の
指
導

河
原
正
博
先
生
を
送
る

『
宋
名
阪
言
行
以
』
上
巻
・
中
巻

三
年
υ

『
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
権
力
構
造
の
史
的
考
察
』
竹
村
書
庖

四
年
(
山
本
達
郎
他
十
四
名
の
共
著
)
。

可
ベ
ト
ナ
ム
中
国
関
係
史
』
山
川
出
版
社
昭
和
五
十
年
(
山
本
達
郎
他
六

名
の
共
著
〉
。

「
広
西
蛮
待
の
始
遷
仰
に
つ
い
て
」

昭
和
十
九
年
四
月

昭
和
二
十
年
四
月

昭
和
二
十
二
年
四
月

H
H

六
月

昭
和
二
十
三
年
四
月

昭
和
二
十
四
年
四
月

昭
和
二
十
八
年
四
月

昭
和
三
十
五
年
五
月

昭
和
四
十
一
年
四
月

昭
和
五
十
八
年
三
月

〔論
著
目
録
〕

を
う
く
(
昭
和
十
八
年
三
月
ま
で
)
。

南
亜
細
亜
文
化
研
究
所
(
所
長
白
鳥
清
〉
研
究

員
。
文
部
省
民
族
研
究
所
助
手
。

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
に
お
け
る
中
国
正
史
外

国
伝
の
研
究
助
手
。

法
政
大
学
高
等
師
範
部
講
師
。

法
政
大
学
予
科
教
授
。

法
政
大
学
教
養
部
教
授
。
教
養
部
学
務
課
長
を

兼
任
(
課
長
は
昭
和
二
十
八
年
三
月
ま
で
〉
。

法
政
大
学
文
学
部
教
授
。

横
浜
国
立
大
学
学
芸
学
部
非
常
勤
講
師
(
昭
和

三
十
七
年
十
月
ま
で
)
。

法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
教
授
。

法
政
大
学
文
学
部
教
授
定
年
退
職
。

岩
波
書
庖

昭
和
十
九
年
・
昭
和
二
十

昭
和
四
十

『南
亜
細
疏
学
報
』

2
号

昭
和
十
八

ー七
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法
政
史
学

第
三
十
五
号

年。

「南
漢
劉
氏
組
先
考
」
『
東
洋
学
報
』
訂
巻
4
号

昭

和
二
十
三
年。

「
宋
初
の
水
戦
演
習
に
つ
い
て
」
『
和
田
清
博
土
還
暦
記
念
東
洋
史
論
議
』

昭
和
二
十
六
年
。

「
秦
の
始
皇
帝
の
嶺
市
経
略
」
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
1
号
昭
和
二

十
九
年
。

「
蛮
曾
の
内
徒
に
つ
い
て
」
『
法
政
史
学
』

7
号

昭

和

三
十
年
。

「
0ι
。
同
庁
。
の

E
E
g
国
に
就
い
て
」
『
史
学
雑
誌
』
似
の
日
号
昭
和

三
十
年。

「健
智
高
の
反
乱
と
交
祉
」
『
法
政
史
学
』
山
号

昭

和
三
十
四
年
。
(
同
論

文
は
李
柴
村
氏
に
よ
っ
て
「
健
智
高
的
叛
乱
和
交
此
的
関
係
」
と
題
し

て
漢
訳
さ
る
。
「
国
立
編
訳
館
刊
」
第
一
巻
第
四
期
、
一
九
七
二
年
十

二
月
)
。

「省
地
・
省
民
の
意
味
に
つ
い
て
」
『
和
田
消
防
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』

昭
和
三
十
六
年。

「宋
書
州
郡
正
に
見
え
る
左
郡
左
県
の
左
の
意
味
に
つ
い
て
」
『
法
政
史
学
』

は
号

昭
和
三
十
六
年
。

「
晋
の
戸
調
式
の
遠
夷
に
つ
い
て
」
『
鈴
木
俊
教
授
還
暦
記
念
事
洋
史
論
叢
』

昭
和
三
十
九
年
。

「
晋
の
戸
調
式
に
関
す
る
一
研
究
」
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
山
号
附

和
四
十
年
。

「宋
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て
」
『
法
政
史
学
』
山
号
昭
和
四
十
二
年。

「
丁
部
領
の
即
位
年
代
に
つ
い
て
」
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』

日

号

附

和
四
十
五
年
。
(
同
論
文
は
朱
振
明

・
郷
啓
宇
氏
に
よ
り
「
丁
部
領
山

七
四

位
年
代
考
」
|
|
関
子
山
支
出
独
立
王
朝
成
立
年
代
的
研
究

l
!と
題
し

て
漢
訳
さ
る
υ

「東
市
亜
資
料
」
第
必
期
、

雲
市
有
歴
史
研
究
所
東
南

亜
研
究
室
川
印
、
一
九
八

O
年
)

「
(
ふ
初
に
お
け
る
中
仙
一
関
係
」
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
凶
号

昭
和
四

十
八
年
。

「
前
禦
朝
と
米
判
と
の
関
係
」
『
法
政
史
学
』

mm
号
昭
和
五
十
二
年
。

「
李
順
の
乱
に
参
加
し
た
芳
.い
に
つ
い
て
」
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』

M

号

昭

和
五
十
四
年
。

「
防
府
時
代
嶺
市
の
筒
領
鴻
氏
と
山
海
貿
易
」
『
山
本
達
郎
博
士
古
稀
記
念

東
山
ア

ジ
ア

・
イ

ン
ド

の
社
会
と
文
化
』
昭
和
五
十
五
年
。

「
陪
代
…
鎖
市
の
酋
領
甫
氏
に
つ
い
て
」
『
法
政
史
学
』
出
号

昭
和
五
十
六

年
。

「
象
郡
の
位
置
に
つ
い
て
」

八
年
。

『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
銘
号

昭
和
五
十

河

原

さ

ノレ

と

私

ず
l
l
J

円

μ

、
吋
J

マ・

上

光

河
原
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
大
学
に
入
学
し
た
昭
和
十
二
年
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
今
日
ま
で
、
中
間
に
大
き
な
断
層
が
あ
る
け
れ
ど
、
凡
そ
半
世
紀
に

わ
た
る
長
い
お
付
合
い
で
あ
る
。

入
学
当
時
の
河
原
さ
ん
は
、
学
生
服
を
端
正
に
着
こ
な
し
た
、
物
静
か
で

事
言
、
彫
の
保
い
哲
学
者
然
と
し
た

マ
ス
ク
と
と
も
に
、
勤
厳
に
し
て
実
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直
、
近
寄
り
が
た
い
印
象
で
あ
っ
た
。
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ
た
も
の
で
あ
っ

た
大
学
で
の
講
義
の
時
間
割
は
、
各
学
科
が
発
表
す
る
時
間
表
の
中
か
ら
、

面
白
そ
う
な
講
義
を
拾
い
出
し
、
学
生
が
め
い
め
い
に
作
成
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
卒
論
提
出
の
条
件
や
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
を
勘
案
し

て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
誰
も
が
同
じ
よ
う
な
時
間
割
を

作
成
す
る
結
果
と
な
り
、
特
に
第
一
年
度
は
、
河
原
先
生
と
も
殆
ん
ど
の
講

義
で
顔
を
合
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
親
し
い
ふ
れ
合
い

の
中
で
、
河
原
さ
ん
は
勤
厳
実
直
な
中
に
、
極
め
て
優
し
い
思
遣
り
の
あ
る

方
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
書
取
れ
な
か
っ
た
ノ

l
ト
の
ヌ
フ
ラ

ン
ク
な
ど
は
河
原
さ
ん
に
聞
け
ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
穴
が
閉
ま
っ
た
。
親
切
丁

寧
、
正
確
な
返
事
が
返
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
暖
か
な
余
韻
を
伐

し
て
で
あ
る
。
実
の
兄
貴
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
二
年
と
い
え
ば
、
日
本
は
急
速
に
軍
国
主
義
・
全
体
主
義
へ
傾
斜

し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
学
生
の
間
で
は
、
却
っ
て
白
山
等
に
つ
い
て
議

論
が
盛
ん
に
戦
わ
さ
れ
た
。
論
戦
は
よ
く
凶
書
館
前
の
芝
生
に
車
座
に
な
っ

て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
河
原
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
論
戦
に
深
く
関
る
こ

と
は
無
か
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
じ
っ
く
り
両
者
の
論
拠
を
聞
い
て
お
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
最
後
に
発
せ
ら
れ
る
一
三
一
口
は
、
千
金
の
前
み
を
感
じ
さ

せ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
夜
明
け
前
」
の
主
人
公
半
蔵
に
替
え

る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
半
蔵
は
中
仙
道
馬
龍
の
桁
と
い
う
中
央

か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
住
み
、
そ
こ
に
伝
え
ら
れ
る
僅
か
な
材
料
か
ら
、
日

本
や
世
界
の
大
勢
を
冷
静
に
正
し
く
把
握
し
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
発
せ
ら

れ
た
数
少
な
い
言
葉
は
周
囲
の
人
々
の
心
を
打
つ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

河
原
正
博
先
生
を
送
る

到
の
穴
か
ら
物
事
を
優
れ
た
洞
察
力
と
平
衡
感
覚
を
も
っ
て
見
詰
め
る
態
度

は
、
河
原
さ
ん
の
学
問
の
土
台
で
あ
り
、
そ
の
後
の
成
長
の
基
に
な
っ
て
い

た
と
思
う
。

卒
業
論
文
は
、
渓
桐
蛮
の
研
究
で
あ
っ
た
。
宋
代
渓
嗣
蛮
は
湖
南
省
を
中

心
に
し
て
広
西
省
お
よ
び
そ
れ
ら
と
接
す
る
地
方
に
居
住
し
た
蛮
族
で
あ
る

が
、
神
京
の
時
代
に
経
略
が
行
わ
れ
て
中
固
化
し
て
い
っ
た
。
一
鴇
際
政
策

を
抜
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
些
細
な
史
料
を
見
据
え

て
こ
れ
を
分
析
し
、
理
路
整
然
、
一
歩
一
歩
正
確
な
史
実
に
接
近
し
て
ゆ

く
。
昭
和
二
十
三
年
東
沖
学
報
に
発
表
さ
れ
た
「
南
限
劉
氏
祖
先
考
」
は
、

そ
れ
ま
で
劉
氏
は

γ
ラ
ブ
人
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
た
の
を
、
劉
氏
は
番
鬼

す
な
わ
ち
嶺
巾
の
蛮
夷
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
少
な
い
史
料
を
見
据
え
史
料
批
判
の
結
果
の
精
織
な
結
論
で
あ
っ
た
。

以
後
の
河
原
さ
ん
の
論
稿
は
、
こ
の
史
料
を
飽
迄
ジ
l
ツ
と
見
詰
め
て
ゆ
く

態
度
で
貨
か
れ
て
い
る
。
河
原
史
学
の
真
髄
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と

出
心
九
ノ
。

河
原
さ
ん
は
昭
和
十
五
年
に
大
学
を
卒
業
し
、
大
学
院
に
進
ま
れ
た
。
私

は
九
州
に
赴
任
し
た
ο

地
理
的
に
遠
隔
で
も
あ
り
、
泥
沼
化
し
た
大
陸
で
の

戦
、
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
、
敗
戦
、
敗
戦
後
の
未
曽
有
の
混
乱
は
、
知
人
・

友
人
の
消
息
を
殆
ん
ど
不
明
に
し
て
し
ま
っ
た
。
二
十
六
年
上
京
し
た
私
は

河
原
さ
ん
が
法
政
大
学
に
元
気
で
勤
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
聞
い
て
安
堵
し

た
も
の
で
あ
る
。

四
十
二
年
、
法
政
に
出
講
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
再
び
親
し
く
河
原
さ
ん

の
出
献
に
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
講
義
前
後
の
僅
か
な
時

間
、
教
同
日
牢
で
の
雑
談
は
尽
き
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
現
在
興
味
を
持
っ
て

七
五

Hosei University Repository



法
政
史
学

第
三
十
五
号

調
べ
て
お
ら
れ
る
問
題
に
つ
い
て
の
河
原
さ
ん
の
話
は
、
秘
め
ら
れ
た
伯
州
…

が
逝
り
、
却
っ
て
若
返
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

宋
代
四
川
に
お
き
た
王
小
波
・
李
順
の
叛
乱
に
関
し
て
出
て
く
る
「
芳
.
ド
」

に
つ
い
て
、
山
木
史
劉
師
道
伝
に
見
え
る
「
川
峡
豪
民
多
芳
一
い
」
を
ど
の
よ
う

に
解
す
べ
き
か
。
す
な
わ
ち
「
川
峡
で
は
豪
民
が
芳
一
戸
を
多
く
も
っ
て
い

た
」
と
解
す
る
の
か
、
「
豪
民
の
中
に
は
芳
戸
が
多
か
っ
た
」
と
解
す
べ
き

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
短
い
一
文
は
、
解
釈
の
仕
方
で
、
乱
の

性
格
そ
の
歴
史
的
意
義
、
ま
た
宋
代
四
川
の
佃
戸
に
対
す
る
見
解
に
相
述
が

生
ず
る
重
要
な
一
文
で
あ
る
。
河
原
さ
ん
は
、
後
者
の
見
解
を
と
ら
れ
る
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
の
話
は
河
原
さ
ん
の
情
熱
・
迫
力
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
。
短
い
史
料
と
言
え
ど
も
、
愛
情
を
持
っ
て
十
分
に
こ
れ
を

見
据
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
李
舶
の
乱
に
参
加
し
た
努
.
い
に
つ

い
て
」
と
し
て
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
に
収
め
ら
れ
て
い
る
U

河
原
さ
ん
は
情
熱
を
深
く
蔵
し
た
永
遠
の
青
年
で
あ
る
。

私
の
講
義
は
河
原
さ
ん
と
同
じ
時
間
で
あ
っ
た
が
、
先
に
講
義
を
終
わ
ら

れ
た
と
き
は
、
必
ず
と
い
っ
て
好
い
紅
、
教
授
室
で
待
っ
て
い
て
下
さ
っ

た
。
講
師
と
い
う
の
は
、
専
任
だ
け
で
は
出
来
な
い
分
野
の
講
義
を
特
に
御

願
い
す
る
の
だ
か
ら
粗
末
に
は
扱
え
な
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
有

難
い
こ
と
で
あ
る
。
雑
談
の
中
に
こ
ん
な
話
が
あ
っ
た
。
「
東
京
行
進
山
」

と
い
う
流
行
歌
に
『
広
い
東
京
恋
ゆ
え
狭
い
』
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
今
の

若
い
人
は
、
今
日
は
銀
座
、
明
日
は
新
宿
、
次
は
渋
布
、
次
は
浅
草
と
い
う

工
合
に
デ
l
卜
を
重
ね
る
か
ら
、
さ
し
も
広
い
東
京
も
、
ま
た
た
く
聞
に
デ

ー
ト
の
場
所
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
東
京
は
狭
い
な
あ
と
い
う
意
味
に
解

釈
す
る
の
だ
そ
う
の
で
あ
る
。
私
は
そ
の
結
論
は
「
今
の
若
い
者
は
:
:
:
」

七
六

で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ら
さ
に
あ
ら
ず
。
こ
う
し
た
解
釈
が
生
ま

れ
る
環
崎
の
変
化
と
、
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
成
長
す
る
若
い
人
と
い
う
も

の
を
十
分
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
河
原
さ
ん

の
円
か
ら
流
行
歌
だ
の
恋
だ
の
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
も
奇
異
に
思
う

が
、
若
い
人
に
対
す
る
思
遣
り
を
枠
々
と
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
史
料
を
し

た
た
か
に
見
詰
め
る
学
問
的
態
度
が
、
教
育
面
に
昇
華
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
思
う
。
い
ま
、
河
原
さ
ん
を
送
る
こ
と
は
、
法
政
大
学
に
と
っ
て
一
つ
の
マ
イ
ナ

ス
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
定
年
制
と
い
う
一
つ
の
約
束
に
よ
る
も
の

で
致
し
方
な
い
。
今
後
の
河
原
さ
ん
の
御
健
康
と
御
活
躍
を
祈
り
、
後
輩
を

長
く
指
導
し
て
a

山
け
る
よ
う
御
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
あ
の

雑
設
が
聞
け
な
く
な
る
の
が
何
よ
り
も
淋
し
い
。

河

原

先

生

と

史

学

科

安

刀
日

lifi] 

男

東
洋
小
、
の
河
原
先
生
が
五
十
七
年
度
を
も
っ
て
去
ら
れ
る
こ
と
は
、
法
政

の
中
、
尚
子
朴
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
時
期
を
画
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。

外
国
史
で
は
八
年
前
に
、
西
洋
史
の
竹
内
先
生
が
名
誉
教
授
に
な
ら
れ
て
い

る
が
、
今
度
、
河
原
先
生
が
退
か
れ
る
と
、
残
る
専
任
者
の
う
ち
で
は
、
日

本
史
の
私
が
最
も
十
日
く
な
っ
て
し
ま
う
。

先
生
は
東
洋
町
の
概
説
・
演
習
・
特
講
は
も
と
よ
り
、
教
職
課
程
を
最
後

ま
で
判
当
さ
れ
、
通
信
教
育
で
は
毎
年
夏
期
の
教
宝
授
業
の
ほ
か
、
春
秋
各
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期
お
よ
び
冬
期
に
隔
年
講
義
さ
れ
た
。
授
業
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
わ
た
っ
て

負
担
さ
れ
た
の
は
先
生
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
史
跡
見
学
な
ど
の
行
事
に
も
、

つ
と
め
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た
。
学
内
学
外
を
通
じ
て
、
目
立
つ
こ
と
は
為

さ
ら
な
く
て
も
、
平
常
の
事
制
は
き
ち
ん
と
来
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

い
う
先
生
に
よ
っ
て
大
学
の
教
育
は
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
学
生
た

ち
は
河
原
先
生
の
真
価
を
知
り
、
真
剣
に
教
え
て
下
さ
っ
た
先
生
へ
の
感
謝

の
念
を
い
つ
ま
で
も
心
に
出
め
て
お
り
、
私
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
学

科
あ
る
い
は
一
般
の
問
題
に
対
し
て
、
言
葉
す
く
な
に
洩
ら
さ
れ
る
判
断
が

的
確
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
と
あ
と
噸
み
し
め
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

二
十
数
年
も
以
前
に
な
る
が
、
健
康
を
取
り
一
反
さ
れ
て
か
ら
の
先
生
は
、

お
身
体
を
大
事
に
さ
れ
な
が
ら
休
ま
ず
お
勤
め
に
な
っ
た
。
強
健
さ
を
過
信

す
る
者
よ
り
も
、
用
心
し
て
い
る
人
の
方
が
長
生
き
す
る
も
の
で
あ
る
。
先

生
が
今
後
も
お
元
気
で
御
研
究
を
お
続
け
に
な
ら
れ
る
よ
う
お
祈
り
し
、
史

学
科
の
将
来
を
見
守
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
た
い
。

河

原

先

生

送

を

る

キマ

上

直.

文
学
部
史
学
科
の
河
原
正
問
先
生
が
、
本
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
定

年
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
生
が
法
政
大
学
の
専
任
教
授
に
な
ら
れ

た
の
は
昭
和
二
十
三
年
四
月
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
戦
後
の
法
政
大
学
の
歴

史
を
そ
の
ま
ま
歩
ま
れ
、
大
学
の
発
朕
の
た
め
に
ご
尽
力
な
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。
そ
の
問
、
先
生
が
研
究
に
教
育
に
、
史
学
科
の
柱
と
な
っ
て
い
た
だ

河
原
正
博
先
生
全
送
る

い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

私
が
史
学
科
の
専
任
教
員
に
な
っ
た
の
は
昭
和
四
十
六
年
十
月
で
あ
る
か

ら
、
先
生
と
ご
一
緒
に
研
究
本
で
お
話
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
丁
度
、

十
一
年
五
か
月
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
が
専
任
教
員
に
な
っ
た
頃
は
、

今
と
は
遣
っ
て
大
学
騒
動
の
ま
っ
た
だ
中
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
異
常
な

雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
落
着
い
て
研
究
や
講
義
が
で
き
な

か
っ
た
時
期
で
あ
り
、
気
持
の
う
え
で
も
き
わ
め
て
不
安
定
な
と
き
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
岩
生
先
生
が
そ
の
年
の
三
月
に
定
年
で
退
任
さ
れ
、
丸
山
先

生
が
五
月
に
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
、
史
学
科
が
最
も
手
薄
な
と
き
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
期
に
竹
内
・
河
原
両
先
生
が
、
し

っ
か
り
と
苦
難
の
史
学
科
を

支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

河
原
先
生
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
寡
黙
な
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

で
い
て
学
者
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
お
考
え
を
も
ち
、
強
い
信
念
を
も

っ
て
お
ら
れ
る
方
で
あ
る
。
と
き
に
言
葉
数
は
少
な
い
が
、
ご
指
摘
な
さ
る

適
切
な
ご
意
見
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
い
つ
も
貴
重
な
指
針
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

か
つ
て
、
渋
谷
駅
か
ら
東
横
線
に
乗
っ
て
帰
宅
す
る
の
は
、
史
学
科
で
は

竹
内
・
河
原
両
先
生
と
私
の
三
人
で
あ
っ
た
。
教
授
会
や
史
学
会
の
行
事
の

あ
と
な
ど
、
い
つ
も
帰
り
は
戸
二
縮
で
、
市
中
で
の
話
は
、
も
ち
ろ
ん
、
雑

談
で
は
あ
っ
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
来
し
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
時
間
先
生
も
加
わ
ら
れ
た
の
で
、
一
時
は
四
人
の
と
き
も
あ
っ
た
。
東

横
線
で
は
学
芸
大
学
駅
で
竹
内
・
磐
田
両
先
生
が
下
車
さ
れ
、
河
原
先
生
と

私
の
二
人
と
な
り
、
武
蔵
小
杉
駅
で
私
が
下
り
、
河
原
先
生
が
日
吉
駅
ま
で

行
か
れ
る
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
た
。
今
で
は
こ
の
東
横
線
も
河
原
先
生
と

七
七
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法
政
史
学

第
三
十
五
号

私
の
二
人
だ
け
に
な
っ
た
が
、
最
近
は
私
の
帰
り
が
何
か
と
不
定
時
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
先
生
と
は
か
つ
て
の
よ
う
に
ご
一
緒
に
帰
る
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
に
は
こ
の
こ
と
が
何
と
な
く
残
念
に
思
え
て
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

先
生
と
私
は
、
専
門
が
准
う
た
め
、
研
究
の
上
で
は
直
接
、
ご
指
導
い
た

だ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
秋
の
法
政
大
学
史

学
会
で
の
ご
講
演
や
今
年
の
二
月
五
日
の
最
終
講
義
を
拝
聴
し
、
手
堅
い
実

証
的
研
究
の
上
に
論
行
を
出
関
さ
れ
て
い
く
、
先
生
の
学
風
に
改
め
て
感
銘

し
た
し
だ
い
で
あ
る
。

河
原
先
生
が
大
学
の
専
任
を
退
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
生
諸
君
も

残
念
で
た
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
、
地
方
で
通
信
教
育
部
の
史

学
科
の
学
生
諸
君
に
定
年
ご
退
任
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
の
ご
講
義
を

非
常
に
懐
か
し
が
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ろ
ん
本
校
の
通
学
生

の
諸
君
の
場
合
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
先
生
は
専
任
教
授
を
退
任
な
さ
れ
て
も

引
き
続
き
、
一
日
、
大
学
院
に
は
ご
出
講
願
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
、
ご
健
康
に
御
意
さ
れ
、
な
る
べ
く
史
学
科
の
行
事
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
私
た
ち
を
い
つ
ま
で
も
お
導
き
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
し

だ
い
で
あ
る
。

田
tじa、

し、

出

笹

目

善
一
郎

「市
漢
劉
氏
っ
て
何
だ
?
」

七
/¥ 

昭
和
二
十
四
年
は
じ
め
て
河
原
先
生
の
御
講
義
に
出
席
し
た
我
々
の
つ
ぶ

や
き
で
し
た
。
高
等
師
範
部
地
照
科
を
三
月
に
卒
業
し
て
、
史
学
科
に
入
っ

た
ば
か
り
の
我
々
に
は
、
五
代
十
国
の
一
つ
、
広
州
に
都
し
た
南
漢
な
ん
て

回
は
昨
日
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ガ
リ
版
刷
で
す
が
、
て
九
の
り
付
け
さ
れ
た
十
数
ペ
ー
ジ
の
資
料
を
頂
い

て
、
あ
の
混
沌
錯
雑
た
る
十
同
の
推
砂
を
手
ほ
ど
き
し
て
頂
い
た
の
で
す
。

そ
の
頃
は
前
年
(
昭
和
二
十
三
年
)
四
月
か
ら
「
夏
時
間
」
が
施
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
夜
学
の
一
時
間
目
は
今
の
午
後
四
時
半
に
始
ま
る
の

で
、
あ
の
嘉
悦
学
閥
の
教
宅
も
ま
だ
明
る
く
、
夜
学
生
に
は
大
助
か
り
で
し

た
。私

は
学
生
委
員
を
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
幾
度
か
先
生
に
用
を
言
い
つ
か

り
ま
し
た
。
先
生
は
こ
ち
ら
が
恐
縮
す
る
位
に
物
腰
低
く
、
や
わ
ら
か
に
色

々
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
こ
と
講
義
に
な
る
と
、
あ
の
と
が
っ
た
お
顔
の

眼
糸
し
き
び
し
く
我
々
に
泊
り
、
ど
う
に
も
き
っ
か
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い

ま
す
。十
年
科
前
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ま
で

W
先
生
が
担
当
さ
れ
て
い
た
法
政

大
学
通
信
教
育
の
東
洋
史
概
説
を
先
生
が
御
担
当
な
さ
る
こ
と
に
な
り
、
私

は
引
続
き
そ
の
添
削
員
を
や
る
よ
う
御
指
示
を
受
け
ま
し
た
。
五
十
年
七
月

に
は
作
唱
の
通
教
テ
キ
ス
ト
「
東
洋
史
概
説
」
が
刊
行
さ
れ
、
二
四

O
余
ペ

ー
ジ
の
中
に
現
代
史
ま
で
も
合
ま
れ
、
先
生
独
特
の
簡
に
し
て
要
を
得
た
叙

述
は
、
通
教
生
は
勿
論
そ
れ
以
上
に
私
が
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
先
生
が
御
退
職
な
さ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
誠
に
淋
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
我
々
巾
い
卒
業
生
に
と
っ
て
は
、
「
竹
内
・
丸
山
・
河
原
」
三

先
生
に
手
と
り
足
と
り
さ
れ
て
史
学
の
道
に
踏
み
込
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
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幾
度
と
な
く
停
電
に
妨
げ
ら
れ
た
終
戦
後
ま
だ
日
の
浅
い
夜
学
の
思
い
出
は

こ
の
三
先
生
と
共
に
あ
る
の
で
す
。
丸
山
先
生
は
夙
に
み
ま
か
り
、
竹
内
先

生
は
八
年
前
最
終
講
を
な
さ
り
、
今
、
河
原
先
生
を
お
送
り
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
同
学
の

H
君
が
言
う
よ
う
に
、
史
学
科
の
夜
学
時
代
の
先
生
方
が

全
て
法
政
か
ら
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
時
の
流
れ
は
留
り
ま
せ
ん
か

ら
、
い
つ
か
は
こ
う
な
る
と
判
っ
て
い
て
も
、
そ
の
時
に
な
ら
な
い
と
実
感

に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
時
に
な
っ
て
慌
て
る
の
で
す
。
私
も
そ
う
で

す
。
三
十
年
来
、
東
洋
史
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た

の
に
、
そ
の
う
ち
先
生
に
お
会
い
し
て
:
:
:
と
言
っ
て
い
る
う
ち
今
日
を
迎

え
ま
し
た
。
先
生
が
法
政
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
誠
に
淋
し
い
こ
と
で
す
が
、

今
よ
り
は
少
し
お
閑
な
時
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
。
不
問
初
老
の
昔
の
学
生
に

往
時
に
一
戻
っ
て
改
め
て
御
教
示
下
さ
る
時
間
を
、
ど
う
か
先
生
、
と
っ
て
お

い
て
下
さ
い
。

先
生
の
末
永
い
御
健
勝
を
お
祈
り
し
つ
つ
欄
筆
い
た
し
ま
す
。

(
新
制
1
回
卒
)

厳
し
か
っ
た
演
習

星

町'

作

良

史
学
科
四
年
生
の
時
の
ノ
l
卜
に
、
東
洋
史
演
習
・
河
原
正
博
教
授
「
山
本

名
目
一
士
一
口
行
録
(
五
朝
名
目
言
行
録
〉
」
(
昭
和
三
十
四
年
度
・
八
六
五
番
教

室
)
と
題
す
る
一
間
が
あ
る
。

演
習
は
河
原
先
生
の
用
意
さ
れ
た
尚
文
の
。
プ
リ
ン

ト
で
進
め
ら
れ
た
。
決

河
原
正
博
先
生
を
送
る

文
の
素
養
の
乏
し
か
っ
た
私
に
は
全
く
厳
し
い
演
習
で
あ
っ
た
。
河
原
先
生

の
講
義
の
こ
と
を
想
う
時
、
ま
ず
脳
裏
に
浮
ぶ
。
受
講
生
も
ま
ば
ら
に
な
っ

て
い
っ
た
。
先
生
と
二
人
き
り
の
演
習
が
何
度
か
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

前
記
ノ

l
ト
の
最
後
、
三
十
五
年
一
月
二
十
三
日
の
頁
に
最
終
レ
ポ
ー
ト

作
成
の
指
示
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
何
と
か
一
年
間
を
過
ご
し
、
単
位
を

い
た
だ
け
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
私
が
何
と
か
こ
の
演
習
を
凌
げ
た
の
に
は
実

は
裂
が
あ
る
。
誰
に
教
わ
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
演
習
が
始
ま
っ
て

ど
れ
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
私
は
神
田
で
和
田
清
校
閲
・
河
原
正

内
訳
註
『
米
名
花
言
行
録
(
上
)
』
(
岩
波
文
時
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
刊
)

を
手
に
入
れ
、
本
書
に
よ
っ
て
予
討
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
当
時
本

書
、
奥
書
に
、
先
生
は
「
昭
和
十
五
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科

卒
業
」
、
昭
和
十
八
年
三
月
付
で
記
さ
れ
た
和
田
清
先
生
の
校
聞
の
辞
(
序

文
)
に
、
「
歳
余
に
し
て
成
っ
た
本
書
の
内
容
は
、
全
部
同
君
(
河
原
先
生

1

早
野
注
)
苦
心
の
訳
業
で
あ
る
」
と
見
え
る
の
に
感
動
し
、
自
分
に
鞭
打

っ
た
記
憶
を
も
っ
。

先
生
は
、
そ
の
学
風
を
偲
ば
せ
る
一周
に
力
の
入
ら
な
い
正
確
で
枯
れ
た
実

に
た
し
い
板
書
を
さ
れ
る
。
「
陪
」
と
「
随
」
の
違
い
を
は
っ
き
り
と
学
ん

だ
の
は
東
洋
史
概
説
の
時
間
だ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
先
生
の
「
干
支
算
出
表

の
作
り
方
」
(
『
法
政
大
学
史
学
科
だ
よ
り
』
十
五
、
昭
和
三
十
三
年
七
月
)

に
よ
っ
て
当
時
作
成
し
た
も
の
は
い
ま
で
も
役
立
っ
て
い
る
。

私
は
此
丸
山
忠
綱
先
生
の
ご
指
導
を
う
け
、
日
本
古
代
史
研
究
へ
の
道
へ

進
ん
だ
が
、

河
原
先
生
の
ご
指
導
は
四
半
世
紀
後
の
い
ま
に
及
ぶ
。
改
め
て

感
訓
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
怖
り
す

七
九

Hosei University Repository



法
政
史
学

第
三
十
五
号

る
次
第
で
あ
る
。

河

原

正

博

先

生

/'..、

白

井

千

鶴

昭
和
四
十
九
年
、
学
生
運
動
は
、
下
降
線
を
た
ど
り
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い

え
、
法
政
大
学
は
、
そ
の
た
だ
中
に
在
り
、
不
安
定
な
時
期
に
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
私
達
は
、
学
生
と
し
て
、
人
間
と
し
て
の
自
分
自
身
に
不
満
だ

ら
け
で
、
希
望
と
絶
用
の
間
で
、
上
昇
と
下
降
を
繰
り
返
す
精
神
的
な
弱
さ

を
抱
え
な
が
ら
よ
り
高
く
の
ぼ
り
つ
め
た
い
思
い
に
焦
る
青
春
の
ま
っ
た
だ

中
に
居
り
ま
し
た
。

河
原
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、
そ
ん
な
騒
々
し
い
環
境
の
中
で
自
分
を

見
失
い
が
ち
な
時
で
し
た
。

小
じ
ん
ま
り
と
し
た
東
作
史
ゼ

ミ
は
、
頁
を
繰
る
音
さ
え
響
き
、
少
し
徴

臭
い
資
料
に
落
ち
付
き
を
見
い
出
せ
る
静
か
な
場
所
、
厳
格
な
時
間
で
し

た
。
史
記
を
テ
キ
ス
ト
に
用
い
た
授
業
で
、
先
生
は
、
文
章
の
一
節
ご
と
に

細
か
な
注
釈
を
加
え
ら
れ
、
そ
れ
は
、
ど
こ
の
何
の
資
料
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
逆
の
説
は
、
こ
こ
か
ら
出
て
い
る
等
と
膨
大

な
量
の
資
料
を
あ
げ
て
下
さ
っ
た
も
の
で
す
。

先
生
は
、
熱
し
易
く
、
全
て
に
簡
単
に
絶
望
し
、
ま
た
、
焦
燥
感
に
お
そ

わ
れ
が
ち
な
私
達
に
対
し
、
手
と
り
足
と
り
で
な
く
、
一
定
の
距
離
を
隔
て

て、

深
い
理
解
を
も
っ
て
、
仏
の
手
の
中
の
孫
悟
空
を
見
守
る
よ
う
に
導
い

て
下
さ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
、
私
達
が
河
原
先
生
に
傾

)¥ 。

倒
す
る
の
は
、
授
業
を
離
れ
て
も
、
そ
の
優
し
さ
を
示
し
て
下
さ
っ
た
所
に

あ
る
の
で
す
。

先
生
は
、
御
酒
は
た
し
な
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
学
生
の

コ
ン
パ

に

も
必
ず
お
付
き
合
い
下
さ
っ
て
、
毎
回
来
し
い
お
話
し
ゃ
歌
を
ご
披
露
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
特
に
、
追
い
出
し
コ

ン
パ

の
際
に
唄
っ
て
下
さ
っ
た
「
月

の
砂
漠
に
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
」
は
名
〈
迷
)
曲
中
の
名
曲
と
し
て
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
先
生
は
、
甘
い
物
が
お
好
き
で
、
女
子
学
生
の
み

な
ら
ず
、
男
子
学
生
ま
で
、
神
業
坂
の
「
紀
ノ
膳
」
に
は
、
何
度
か
ご
い
っ

し
ょ
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
度
ご
と
に
先
生
と
よ
り
親
し
く
お
話
す
る
機
会
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
五
年
目
、
本
年
夏
、
東
洋
史
ゼ
ミ
の
昭
和
五
十
二
年
度
、
五
十
三

年
度
卒
業
生
の
合
同
の
ゼ
ミ
会
を
聞
き
ま
し
た
。
ご
出
席
下
さ
っ
た
河
原
先

生
は
、
大
変
お
元
気
で
、
当
時
と
少
し
も
お
変
わ
り
な
く
、
以
前
に
も
増
し

て
飢
…っ
ぽ
く
お
話
に
な
ら
れ
る
お
姿
に
小
さ
な
ゼ
ミ
教
室
で
の
緊
張
気
味
の

授
業
が
懐
し
く
匙
え
り
ま
し
た
。
今
ほ
ん
の
少
し
成
長
し
た
私
達
に
と
っ

て
、
授
業
や
史
跡
見
学
会
、
そ
の
他
折
あ
る
ご
と
に
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ

た
中
庸
と
い
う
こ
と
を
い
く
ら
か
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
も
先
生
は
、
中
庸
で
あ
る
こ
と
の
最
要
さ
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
難

し
さ
に
つ
い
て
熱
心
に
説
か
れ
ま
し
た
。
学
生
の
頃
か
ら
私
達
は
、
凡
庸
で

あ
る
こ
と
を
一
足
飛
び
に
踏
み
越
え
て
、
も
っ
と
高
み
に
至
ろ
う
と
し
て
焦

燥
感
や
自
暴
自
棄
の
虜
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
恥
か
し
く
思
い
ま
し

た。
卒
論
指
導
は
、
卒
業
の
時
一
応
終
了
に
し
て
頂
け
た
の
で
す
が
、
人
間
的

な
い聞
で
の
ご
指
導
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
お
願
い
し
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
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う
で
す
。

こ
の
度
、
先
生
の
退
任
さ
れ
る
こ
と
を
伺
い
、
先
生
の
素
晴
し
い
授
業
と

お
人
柄
に
、
も
っ
と
沢
山
の
後
輩
達
が
ふ
れ
て
ほ
し
か
っ
た
の
に
と
、
非
常

に
残
念
に
淋
し
く
思
い
ま
し
た
。

私
達
は
、
先
生
か
ら
十
分
す
ぎ
る
程
の
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
、

大
変
宰
せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

河
原
先
生
、
永
い
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
昭
和
五
十
三
年
三
月
卒
業
、
海
洋
科
学
技
術
セ

ン
タ
ー
勤
務
)

河
原
正
博
教
授
の
最
終
講
義

本
学
文
学
部
史
学
科
教
授
河
原
正
博
先
生
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
定
年
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
先
生
の
学
恩
に
感
謝
す
る
た
め
、
二
月
五
日
(
土
)
、
午
後
三
時
、
家
の
光

会
館
(
東
京
都
新
宿
区
市
ヶ
谷
船
河
原
町
)
で
午
後
三
時
か
ら
文
学
部
及
び

史
学
科
主
催
の
最
終
講
義
と
懇
親
会
が
聞
か
れ
た
。

当
日
は
安
岡
昭
男
教
授
の
司
会
に
よ
り
始
ま
り
、
第
一
部
の
最

終
講
義

は
、
加
来
彰
俊
文
学
部
長
の
挨
拶
に
つ
い
で
倉
持
俊
一
教
授
か
ら
河
原
先
生

の
研
究
者
と
し
て
の
ご
経
歴
、
ご
業
績
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
引
き
続

い
て
河
原
先
生
の
「
少
数
民
族
の
漢
化
過
程
」
と
題
す
る
最
終
講
義
が
あ
っ

た
。
出
席
者
は
先
生
の
長
年
の
研
究
に
基
づ
く
実
証
的
な
手
堅
い
研
究
成
県

の
一
端
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
深
く
感
銘
を
受
け
た
。
講
義
を
終
っ

て
、
河
原
ゼ

ミ

(
東
洋
史
)
を
代
表
し
て
周
雪
清
さ
ん
、
ゼ
ミ
卒
業
生
を
代

河
原
正
博
先
生
を
送
る

表
し
て
山
井
千
鶴
さ
ん
か
ら
花
束
贈
旦
が
行
わ
れ
、
伊
藤
玄
三
教
授
の
閉
会

の
辞
で
終
了
し
た
。
つ
い
で
記
念
撮
影
、
第
二
部
の
懇
親
会
へ
移
っ
た
。

懇
親
会
は
、
中
野
栄
夫
助
教
授
の
司
会
で
、
ま
ず
史
学
科
を
代
表
し
て
村

上
院
教
授
の
挨
拶
、
岩
生
成
一
・
元
主
任
教
授
(
現
・
学
士
院
会
員
)
の
音

頭
に
よ
っ
て
乾
杯
。
引
き
続
い
て
竹
内
直
a

以

・
岩
永
博
の
両
名
誉
教
授
、
講

師
の
関
野
雄
・
佐
久
間
重
男
・
川
上
光
一
の
諸
先
生
、
卒
業
生
の
笹
目
善
一

郎
・
丹
治
健
蔵
の
両
氏
、
芥
川
屯
男
・
大
森
実
両
教
授
、
地
理
学
科
の
渡
辺

一
夫
教
授
そ
の
他
の
方
々
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
河
原
先
生
の
功

績
や
お
人
制
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ
た
。
懇
親
会
は
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち

に
進
め
ら
れ、

終
り
に
川
原
先
生
の
謝
辞
、
倉
持
俊

一
教
授
の
閉
会
の
辞
に

つ
い
で
法
政
大
学
の
校
歌
を
合
唱
し
て
六
時
半
に
散
会
し
た
。
参
加
者
二
一

O
名
。最

終
講
義
要
旨

少
数
民
族
の
漢
化
過
程

河

原

正

博

政
川
の
中
流
域
す
な
わ
ち
中
原
の
地
に
興
っ
た
漢
民
族
の
、

南
方
揚
子
江

流
域
地
借
へ
の
進
出
発
棋
は
中
国
史
の
大
き
な
流
れ
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
漢
民
族
は
郡
県
を
設
置
し
て
、
そ
の
進
出
地
域
を
確
保
し
、

更

に
そ
の
開
発
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
郡
県
の
設
置
に
伴

っ
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
そ
の
地
の
非
漢
族

l
l古
く
は
華
夷
思
想
に

/¥ 
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法
政
史
学

第
三
十
五
号

よ
っ
て
「
蛮
」
と
呼
ば
れ
た
|
|
と
交
渉
し
、
関
連
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
何
と
い

っ
て
も
分
散
的
、
例
別
的
で
、
小
社
会
計
で
あ
る
こ

の
地
仰
の
非
政
肢
の
件
ク
ル

l

プ
は
出
民
肢
に
よ
る
郡
県
制
と
い
う
巨
大
な

機
構
、
強
大
な
組
織
力
の
下
で
は
、
大
き
な
山
知
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

宋
会
要
の
蛮
夷
五
や
杭
海
氏
術
よ
そ
の
他
の
宋
代
の
史
料
に
見
え
る
と
こ

ろ
で
は
、
非
悦
肢
の
緊
結
に
対
し
て
、
そ
の
大
小
に
し
た
が
っ
て
、
名
前
だ

け
で
は
あ
る
が
、
何
々
州
、
何
々
県
と
い
う
名
を
授
け
、
そ
の
升
々
の
酋
長

を
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
州
知
事
、
県
知
事
に
任
じ
、
あ
る
い
は
宋
の
庭
の
築
将
と

な
し
、
こ
れ
ら
の
内
長
を
通
じ
て
聞
は
位
的
な
統
治
を
お
し
進
め
よ
う
と
し
て

/¥ 

い
る
。

一
体
、
酋
長
と
そ
の
部
民
の
関
係
を
見
る
に
、
彼
等
は
互
に
言
語
晴

好
を
同
じ
く
し
、
朝
夕
相
法
し
、
婚
畑
相
通
じ
て
い
る
の
で
、
そ
の
酋
長
は

内
部
の
利
害
、
情
偽
に
よ
く
通
じ
、
ま
た
部
民
か
ら
信
服
さ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
酋
長
に
宋
朝
の
職
名
を
授
け
て
彼
等
を
通
じ
て
間
接
的
統
治

を
行
う
こ
と
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
酋
長
は
こ
の
よ
う
に
州
知
事
、
県

知
事
と
呼
ば
れ
て
は
い
る
が
、
実
際
、
彼
等
は
中
国
内
地
で
い
う
と
県
の
下

に
あ
る
郷
村
の
官
治
補
助
機
関
と
し
て
徴
税
、
治
安
の
役
に
あ
た
っ
た
里

正、

一い
長
に
相
等
す
る
下
級
な
者
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
に
か

く
伐
州
を
韻
庶
し
、
中
国
州
県
の
防
衛
の
役
目
を
負
担
さ
せ
た
も
の
で
、
そ

れ
が
い
わ
ゆ
る
爵
庶
州
県
で
、
巾
同
内
地
の
州
県
と
同
栴
で
は
な
い
こ
と
は

申
す
ま
で
も
な
い
。

中
国
の
州
、
県
及
び
業
を
中
心
と
し
た
図
解
的
に
同
心
円
を
画
け
ば
中
心

に
山
人
(
王
民
、
省
民
)
が
居
り
、
次
の
地
相
に
漢
化
の
程
度
の
濃
き
も
の

|
|
い
わ
ゆ
る
「
熟
蛮
」
||
、

更
に
次
の
地
帯
に
は
そ
れ
に
比
較
す
る
と

悦
化
科
度
の
淡
き
も
の
、
さ
ら
に
外
庇
に
は
ほ
と
ん
ど
漢
化
の
及
ば
な
い
も

の
|
|
い
わ
ゆ
る
「
生
蛮
」
ー
ー
が
胤
を
な
し
て
配
列
さ
れ
て
い
た
こ
と
と

な
る
。
悦
外
代
答
二
巻
、
海
外
駒
栄
蛮
に
、
「
家
人
半
能
漢
語
。
十
百
為
群
。

変
服
入
州
県
城
市
。
人
莫
弁
吾
川
。
日
将
晩
。
或
吹
牛
角
為
声
。
則
紛
紛
緊

会
。
結
隊
而
帰
。
始
知
其
為
禦
也
」
と
あ
っ
て
、
州
県
の
近
郊
に
緊
落
を
な

し
て
居
住
し
て
い
る
繋
人
が
如
何
に
漢
化
し
て
い
る
か
を
目
の
前
に
見
る
が

如
く
描
写
し
て
い
る
。

さ
て
宋
の
初
め
四
川
の
地
で
起
き
た
十字順
の
乱
が
宋
朝
の
四
川
支
配
に
大

き
な
動
折
を
あ
た
え
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
乱
が
唐
末
か
ら

宋
利
に
か
け
て
の
中
国
社
会
の
変
革
の
時
期
に
起
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
乱



Hosei University Repository

の
性
格
あ
る
い
は
照
史
的
意
義
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
際
、
こ
の
乱
に
参
加

し
た
穿
戸
の
、
豪
氏
へ
の
隷
属
関
係
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
は
ま
た
宋
代
の

佃
戸
問
題
の
解
明
、
す
な
わ
ち
宋
代
佃

μ
の
身
分
的
隷
属
性
の
問
題
と
深
く

関
連
し
て
く
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
体
、
問
題
の
芳
け
に
関
す
る
史
料
は
た
だ
太
宗
実
録
ゆ
七
至
道
二
年
八

月
内
寅
の
条
(
『
宋
会
要
』
刑
法
然
約
、
至
道
二
年
八
月
二
十
八
日
の
条
も
ほ

河
原
正
博
先
生
を
送
る

ぼ
こ
れ
と
同
文
)
と
宋
史
倍
一
劉
師
道
伝
だ
け
で
、
史
料
が
す
く
な
い
こ
と

も
芳
.ド
に
つ
き
考
察
す
る
場
合
に
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
乱
の

お
こ
っ
た
四
川
の
地
、
特
に
侠
路
や
要
州
路
の
地
が
「
蛮
漢
雑
居
」
の
地
で

あ
っ
た
こ
と
に
も
特
に
関
心
を
も
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
さ
き
に
私

は
「
不
順
の
乱
に
参
加
し
た
芳
ゾ
に
つ
い
て
」
の
論
考
を
発
表
し
、
芳
一戸
は

・労
案
下
の
戸
で
、
酋
長
(
宋
の
築
将
あ
る
い
は
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
も

の
)
、
そ
の
部
民
、
す
な
わ
ち
宋
の
罵
庶
下
に
あ
る
「
蛮
夷
」
す
な
わ
ち
熟
夷

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
の
考
え
を
述
べ
た
が
、
そ
の
後
、
宋
史
雄
一
兵
士
心

五
、
礎
州
路
義
軍
土
丁
、
壮
丁
の
条
に
、
「
思
州
、
洪
杜
・
彰
水
県
有
義
軍

指
抑
使
、
巡
検
将
、
砦
将
、
科
理
、
芳
頭
、
把
載
、
部
轄
将
、
井
壮
丁
総
千

四
百
二
十
二
人
」
と
あ
っ
て
、
義
軍
の
指
揮
官
と
し
て
、
砦
将
、
把
載
な
ど

と
共
に
、
芳
頭
の
名
が
見
え
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
こ
の
穿
頭
も
、
お
そ
ら

く
努
築
の
壮
丁
の
小
集
同
の
指
揮
官
の
意
で
あ
ろ
う
。
砦
(
案
)
将
に
「
蛮
」

の
伶
長
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
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